
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

覚醒剤密輸入事犯の多様化

 ◆ 覚醒剤の密輸入仕出地の平準化

密輸仕出地の平準化 

覚醒剤の主要な仕出地は、「中

国・アジア」より「アフリカ・ 

欧州」、更に「全世界」へと推

移しており、平成２４年におい

ては、あらゆる地域から我が国

への密輸が図られている状況が

窺えた。 

覚醒剤主要仕出地域別摘発件数の推移 
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「覚醒剤密輸入事犯における仕出地の構成比」
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ポンプ内に隠匿していた覚醒

剤を摘発 

平成２４年２月、東京税関は、

メキシコから到着した航空貨

物の検査において、ポンプ内に

隠匿していた 

覚醒剤 約４．６㎏ 

を発見、摘発した。 
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